
アジ研ワールド・トレンドNo.248（2016. 6） 38

column
　

二
〇
一
六
年
三
月
現
在
、
旧
南
イ
エ
メ
ン
の
首
都
ア

デ
ン
は
一
応
イ
エ
メ
ン
の
正
統
政
権
と
み
な
さ
れ
て
い

る
ハ
ー
デ
ィ
ー
大
統
領
派
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
下
に
あ
る

と
さ
れ
て
い
る
が
、
ホ
ー
シ
ー
派
が
閣
僚
の
滞
在
す
る

ホ
テ
ル
に
対
す
る
砲
撃
を
行
っ
て
以
降
は
、
大
半
の
閣

僚
は
、
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
に
本
拠
地
を
移
し
て
い
る
。

他
方
、
政
府
職
員
の
大
半
は
引
き
続
き
ホ
ー
シ
ー
派
支

配
下
の
サ
ナ
ア
の
省
庁
で
働
い
て
い
る
（
こ
と
に
な
っ

て
い
る
）
も
の
の
、
リ
ヤ
ド
に
い
る
大
臣
か
ら
の
指
示

を
受
け
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
リ
ヤ
ド
に
い
る
閣
僚

に
は
、
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
政
府
の
提
供
で
そ
れ
な
り
の

事
務
ス
ペ
ー
ス
は
あ
て
が
わ
れ
て
い
る
よ
う
だ
が
、
も

ち
ろ
ん
十
分
な
ス
タ
ッ
フ
が
整
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な

い
。

　

そ
ん
な
流
浪
中
の
大
臣
の
一
人
に
ナ
ー
デ
ィ
ア
・
サ

ッ
カ
ー
フ
情
報
相
が
い
る
。
同
国
の
有
力
英
字
紙
『
イ

エ
メ
ン
タ
イ
ム
ズ
』
の
編
集
責
任
者
を
務
め
、「
国
民

対
話
」
に
も
参
加
す
る
な
ど
民
主
化
勢
力
の
ス
ポ
ー
ク

ス
・
ウ
ー
マ
ン
と
し
て
活
躍
し
て
き
た
。
二
〇
一
四
年

の
内
閣
改
造
で
当
時
の
国
連
特
使
ベ
ノ
マ
ー
ル
氏
の
推

薦
も
あ
っ
て
情
報
大
臣
に
抜
擢
さ
れ
、
二
〇
一
六
年
一

月
に
ホ
ー
シ
ー
派
に
軟
禁
さ
れ
て
い
る
ハ
ー
デ
ィ
ー
大

統
領
の
辞
意
を
内
外
に
発
表
し
た
の
も
彼
女
で
あ
る
。

　

そ
の
サ
ッ
カ
ー
フ
大
臣
が
二
〇
一
五
年
八
月
日
本
政

府
主
催
の
「
女
性
会
議
Ｗ
Ｏ
Ｗ
」
に
参
加
の
た
め
に
来

日
し
た
。
同
大
臣
は
初
来
日
だ
が
、
実
は
彼
女
の
父
親

で
あ
り
『
イ
エ
メ
ン
タ
イ
ム
ズ
』
の
創
始
者
で
あ
る
ア

ブ
ド
ル
ア
ジ
ズ
・
サ
ッ
カ
ー
フ
博
士
は
一
九
八
八
年
に

ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
の
客
員
研
究
員
と
し
て
三
カ
月
間

日
本
に
暮
ら
し
た
こ
と
が
あ
る
。

　

経
済
学
専
攻
の
同
博
士
は
、
イ
エ
メ
ン
の
協
同
組
合

運
動
の
研
究
な
ど
で
有
名
で
あ
る
。正
義
感
の
強
い「
国

士
」
と
呼
ぶ
に
ふ
さ
わ
し
い
人
柄
で
、
南
北
統
一
直
後

の
一
九
九
一
年
に
イ
エ
メ
ン
で
初
の
英
字
紙
を
刊
行
し

て
世
論
の
喚
起
に
努
め
、
ま
た
自
分
の
故
郷
で
あ
る
タ

イ
ズ
郊
外
の
農
村
地
域
の
社
会
開
発
、
女
性
の
手
工
芸

支
援
の
た
め
に
日
本
大
使
館
の
「
草
の
根
無
償
協
力
」

の
支
援
を
受
け
て
ロ
ー
カ
ル
Ｎ
Ｇ
Ｏ
を
運
営
す
る
な
ど
、

実
践
家
と
し
て
も
活
躍
し
て
い
た
。

　

一
九
九
七
年
か
ら
九
九
年
に
か
け
て
筆
者
が
サ
ナ
ア

に
駐
在
し
て
い
た
際
、
時
折
事
務
所
を
訪
れ
る
と
彼
は

国
を
憂
う
る
心
情
を
吐
露
し
て
く
れ
た
も
の
で
あ
る
。

サ
ー
レ
ハ
大
統
領
に
と
っ
て
は
汚
職
批
判
な
ど
「
目
障

り
」
な
存
在
だ
っ
た
に
違
い
な
く
、
懐
柔
目
的
も
あ
っ

て
何
度
か
入
閣
の
誘
い
も
あ
っ
た
よ
う
だ
が
、
サ
ッ
カ

ー
フ
博
士
は
在
野
で
の
政
権
批
判
を
続
け
た
。
し
か
し
、

一
九
九
九
年
の
夏
、
サ
ナ
ア
市
内
の
目
抜
き
通
り
で
車

に
は
ね
ら
れ
て
命
を
落
と
し
た
（
暗
殺
説
も
あ
る
が
真

相
は
闇
の
な
か
で
あ
る
）。
享
年
四
八
歳
で
あ
っ
た
。

　

同
博
士
に
は
二
男
二
女
が
あ
り
、
長
女
が
当
時
高
校

生
で
あ
っ
た
ナ
ー
デ
ィ
ア
で
彼
女
は
兄
ワ
リ
ー
ド
と
と

も
に
『
イ
エ
メ
ン
タ
イ
ム
ズ
』
を
引
き
継
い
だ
。

佐 

藤
　
寛

サ
ッ
カ
ー
フ
家
の
父
娘

　

国
内
の
民
主
化
運
動
や
欧
米
大
使
館
な
ど
外
国
人
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
か
ら
応
援
さ
れ
、『
イ
エ
メ
ン
タ
イ
ム
ズ
』

は
二
〇
一
五
年
ま
で
週
二
回
の
発
行
を
続
け
て
い
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
の
空
爆
や
国
内
流

通
網
の
混
乱
の
あ
お
り
で
新
聞
用
紙
の
確
保
も
困
難
に

な
り
二
〇
一
五
年
六
月
以
降
は
ウ
ェ
ブ
で
の
ツ
イ
ッ
タ

ー
的
な
記
事
発
信
の
み
と
な
っ
て
い
る
。

　

ナ
ー
デ
ィ
ア
大
臣
に
よ
れ
ば
現
在
の
情
報
省
の
仕
事

は
、
ホ
ー
シ
ー
派
に
乗
っ
取
ら
れ
た
国
営
放
送
、
国
営

新
聞
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
対
抗
す
る
放
送
、
ウ
ェ
ブ
発

信
を
リ
ヤ
ド
か
ら
行
う
こ
と
だ
と
い
う
（
二
〇
一
五
年

八
月
当
時
）。

　

ま
た
、
来
日
時
に
秋
葉
原
を
案
内
し
た
と
き
に
彼
女

が
注
目
し
た
の
は
「
手
回
し
ハ
ン
ド
ル
付
き
ラ
ジ
オ
」

で
あ
っ
た
。
日
本
で
は
震
災
用
に
売
ら
れ
て
い
る
も
の

だ
が
、
空
爆
に
よ
っ
て
電
気
水
道
な
ど
の
ラ
イ
フ
ラ
イ

ン
が
破
壊
さ
れ
て
い
る
イ
エ
メ
ン
に
あ
っ
て
、
情
報
を

人
々
に
伝
え
る
こ
と
は
何
よ
り
も
大
切
で
あ
る
。「
こ

う
し
た
ラ
ジ
オ
を
特
に
地
方
部
に
配
布
し
て
、
真
実
を

伝
え
た
い
」
と
い
う
彼
女
の
言
葉
が
印
象
的
で
あ
っ
た
。

　

別
れ
際
に
筆
者
が
、
日
本
で
サ
ッ
カ
ー
フ
博
士
の
執

筆
し
た
論
文
の
コ
ピ
ー
を
手
渡
す
と
、
父
親
思
い
の
ナ

ー
デ
ィ
ア
大
臣
は
瞳
に
涙
を
浮
か
べ
て
喜
ん
で
く
れ
た
。

そ
の
論
文
の
テ
ー
マ
は
「
明
治
維
新
期
の
国
家
政
策
と

そ
の
イ
エ
メ
ン
へ
の
適
用
可
能
性
」
で
あ
る
。
い
つ
の

日
か
そ
の
論
文
が
、
娘
の
手
を
経
て
イ
エ
メ
ン
の
再
建

に
役
立
つ
日
が
来
る
こ
と
を
願
っ
て
や
ま
な
い
。
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さ
と
う　
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